
計画（素案）に対する市民意見等の募集（パブリックコメント）の結果

１ 意見募集の概要 

実施時期：平成 28年 12 月 5 日（月）から 12 月 31 日（土）まで  

        ただし、窓口受付は 28 日（木）まで  

 公表資料：計画の素案と概要版  

 閲覧場所：市ホームページ、環境政策課、行政資料コーナー、各支所  

２ 意見募集の結果

（１） 意見募集提出者数  ４人と 1環境活動団体（持参１人、電子メール３人、１団体）

（２） 意見等の件数    意見等件数 12 件

（３） 素案に対する意見・提案への対応

対応区分 対応方針  件数  

1 素案を修正・追加する。  ３

2 素案に盛り込まれており、修正しない。  ３

3 素案は修正しないが、今後の取組において検討又は参考とする。  ６

4 検討の結果、素案に反映しない。  ０

5 その他（質問への回答、状況説明）  ０

合     計  １２

（４） 意見等の内容と市の考え方

№ 分野 意見要旨 考え方 対応方針

１ 目標２ 良好な生活環

境の保全 

◆まちの美化の推進

（P34） 

まちの環境美化のため、ゴ

ミゼロ運動などを実施してい

るが、こどもの頃からの教育

が大事なので、小・中学校で

ぜひ、「ごみのポイ捨てはいけ

ない」というモラルを道徳な

どの授業などで教えてほし

い。 

環境問題の解決を図るため

には、こどもの頃からの教育

や意識啓発が大事であると考

えています。 

目標６ 市民・事業者・行

政の連携強化と人づくりの推

進において「学校教育等にお

ける環境教育・環境学習の推

進」を主要政策に位置づけて

います。

今後、教育委員会と連携し

ながら、取組を推進するに当

たり、検討させていただきま

す。 

3 素案は

修正しな

いが、今

後の取組

において

検討又は

参考とす

る。  

本編 P62 

資料３



２ 施策テーマ 5－2  

再生可能エネルギーの

利活用と地産地消

（P55） 

 市の施策に「未開の再生可

能エネルギー（熱発電、葉緑

素による CO2 削減等）を積極

的に紹介する」という施策を

加えてほしい。 

これから開発・普及が進め

られる再生可能エネルギーに

ついては、市としても積極的

に情報提供を行う必要がある

と考えています。 

施策「再生可能エネルギー

の普及啓発の推進」において、

新たな再生可能エネルギーの

啓発についても実施してまい

ります。 

今後、取組を推進するに当

たり、参考にさせていただき

ます。

3 素案は

修正しな

いが、今

後の取組

において

検討又は

参考とす

る。  

本編 P56 

３ 目標５ 低炭素社会の

実現 

◆再生可能エネルギー

の普及啓発の推進

（P56） 

「未開の再生可能エネルギ

ー（熱発電、葉緑素による CO2

削減等）の紹介を図る」と加

えてほしい。 

これから開発・普及が進め

られる再生可能エネルギーに

ついては、市としても積極的

に情報提供を行う必要がある

と考えています。 

施策「再生可能エネルギー

の普及啓発の推進」において、

更なる普及啓発に努めるとと

もに、市の個別計画である「長

野市地球温暖化対策地域推進

計画」の施策「その他の再生

可能エネルギーの導入、普及

検討」においても、新たな指

標を位置づけ、未開の再生可

能エネルギー等の情報提供を

推進してまいります。 

3 素案は

修正しな

いが、今

後の取組

において

検討又は

参考とす

る。  

本編 P56 

４ 目標３ 豊かな自然環

境の保全（P36～P38） 

外来生物について、「外来動

植物」という表記になってい

るが、昆虫など「動植物」と

いう言葉では表せない種も多

く、国では外来生物法という

法律に基づき対応しているの

で、「外来生物」と表記すべき

ではないか。 

 国と表記を統一し、「外来生

物」に修正します。

1 素案を

修正・追

加する。 

本編 P18、

P36～38 

P75 



５ 施策テーマ 1－1 

３Ｒ＋Ｒの推進 

（P24～25） 

ごみを減らすためには、ご

みを出さないようにすること

が一番です。ごみを出さない

ようにするための方法の一つ

として、無駄な買い物をせず、

必要な物を必要分だけ買うこ

とが大事です。今必要なもの

は何か、どんなものを買えば

地球全体にやさしいのかとい

った「エシカルコンシューマ

ー」や「グリーンコンシュー

マー」の「持続可能な消費」

についても考えるべきではな

いか。 

環境への影響に充分配慮し

た消費生活を進めることは非

常に重要と考えています。 

施策「３Ｒ＋Ｒ型ライフス

タイルの提案」の施策内容に、

ご提案の持続可能な消費につ

いて推進する旨を追加し、本

文を修正させていただきま

す。

１素案を

修正・追

加する。 

本編 P25 

６ 目標１ 循環型社会の

実現 

◆ 循 環 利 用 の 推 進

（P25） 

リサイクルプラザが挙げら

れているが、この施設の更な

る充実を求めたい。また、場

所等わかりやすく表示するこ

とも必要と思われる。 

目標１－２ 良好な生活環

境の保全において位置づけて

いる施策「ごみ処理施設の整

備」にあわせ、リサイクルプ

ラザは、リサイクル工房や多

目的ホール等を有する新たな

複合施設として2018年稼動向

け準備を進めています。 

目標６ 市民・事業者・行

政の連携強化と人づくりの推

進において位置づけている施

策「環境情報の発信拠点の充

実」とあわせ、様々な環境に

関する情報発信や講座等の実

施など更なる事業の充実及び

情報発信に努めてまいりま

す。 

2 素案に

盛り込ま

れており

修正しな

い。 

本編 P25、

P28、P63 

７ 目標１ 循環型社会の

実現 

○放置自転車のリサイ

クル（P26） 

「みどりの自転車」を充実

させて、サイクル＆ライド、

パーク＆サイクル＆ライドと

いう方法に放置自転車を利用

することはできないか。 

引き取り手のない放置自転

車は、取り扱い資格を有する

事業者や諸団体等に定期的に

販売、譲渡することで有効活

用をしています。 

なお、「みどりの自転車」

3 素案は

修正しな

いが、今

後の取組

において

検討又は



は民間団体が実施している事

業ですのでご承知願います。

市では、放置自転車のリサ

イクルとともに、目標２良好

な生活環境の保全において位

置づけている施策「放置自転

車の発生抑制」に努めて参り

ます。今後、取組を推進する

に当たり、参考にさせていた

だきます。

参考とす

る。  

本編 P26、

P34 

８ 施策テーマ３－１ 

生物多様性の確保

（P37） 

「生物多様性の確保」につ

いて、企業の社会的貢献をい

っそう進めていただきたい。

各目標ごと、市民及び事業

者に対する取組指針を記載す

るとともに、目標６ 市民・

事業者・行政の連携強化と人

づくりの推進に施策「企業の

環境保全活動への支援」を位

置づけています。 

目標３の「事業者の取組の

指針」について、協力だけで

はなく、事業者が主体となり、

環境保全活動に取り組むよう

一部修正させていただきま

す。 

１素案を

修正・追

加する。 

本編 P37 

９ 施策テーマ３－１ 

生物多様性の確保

（P37～39） 

各施策において、市民参加、

行政・企業と市民の協働を推

進することが必要と思う。 

説明、広報を尽くし市民の

関心を呼び起こす努力がまだ

まだ足りないと感じる。 

 広報活動は重要であり、ま

ずは知ってもらうための努力

が不可欠と考えています。 

同施策テーマに「市民への

情報の提供と市民による調査

の実施」を位置づけるととも

に、目標６ 市民・事業者・

行政の連携強化と人づくりの

推進において施策「ＮＰＯ、

事業者などへの支援及び協働

体制の整備」を位置づけ、更

なる情報発信に努めてまいり

ます。 

2 素案に

盛り込ま

れており

修正しな

い。 

本編 P38

～39、P61



10 施策テーマ３－１ 

生物多様性の確保

（P37～39） 

「生物多様性地域戦略」は各

自治体が取り組まなければな

らない政策です。長野県はす

でに動き出していますが、長

野市は県都にふさわしく他の

自治体に先駆けて取り組んで

いただきたいと思います。 

長野市の豊かな自然を守

り、生物多様性を確保するた

めには、保全にとどまらず、

適切な森林・里山の整備、適

正な生活排水の処理、地球温

暖化、環境教育の推進など、

環境基本計画（案）が目指す

全ての施策が関わるものと考

えています。

自然環境に関する地域の特

色や基礎情報の継続的な調査

を実施するとともに、ご提案

を踏まえ、基本計画の各指標

の検証に基づき課題を明確に

し、より実効性のある取り組

みを検討してまいります。 

3 素案は

修正しな

いが、今

後の取組

において

検討又は

参考とす

る。 

本編 P37

～39 

11 施策テーマ５－２ 

 再生可能エネルギー

の利活用と地産地消

（P56） 

バイオマス発電は今後期待

される資源ですが、材料とな

る材木が道路脇など、目につ

くところに山積みとなってい

る場所があります。これは景

観の面からも、危険性の点か

らも危惧されます。 

木質バイオマス資源に限ら

ず、再生可能エネルギーの利

活用については、地域環境へ

の配慮が必要と考えていま

す。 

施策「地域環境に配慮した

バイオマス資源の供給体制の

整備及び需要拡大の推進」に

おいて、景観や安全性につい

ても適切に対応してまいりま

す。 

今後、取組を推進するに当

たり、参考にさせていただき

ます。

3 素案は

修正しな

いが、今

後の取組

において

検討又は

参考とす

る。  

12 施策テーマ６－２ 

 環境教育及び環境学

習の推進（P62） 

環境教育を行う、または環

境教育に結びつく活動を行っ

ている団体を登録し、学校な

どへ派遣するといった取組を

市独自で考えてはどうでしょ

うか。 

環境への関心を深めるため

環境問題の解決を図るため

には、こどもの頃からの教育

や意識啓発が大事であると考

えています。 

現在、ながの環境パートナ

ーシップ会議のプロジェクト

チーム、自然環境保全推進委

2 素案に

盛り込ま

れており

修正しな

い。 



の原体験として、自然との豊

かなふれあい、学習を進める

ことは、長期的課題として取

り組むべき分野と考えます。

員や地球温暖化防止活動推進

員等が地域や学校等へ出前講

座等を行っています。 

今後とも、教育委員会やな

がの環境パートナーシップ会

議と連携しながら、更なる事

業の充実を図ります。 

本編 P60

～63 

修正一覧表

パブコメ要旨
該当

ページ
修正前 修正後

№４

国では外来生物法という法

律に基づき対応しているので、

「外来生物」と表記すべきでは

ないか。

P18 
P36 
P37 
P38 
P75 

外来動植物 外来生物

№５

 「持続可能な消費」ついても

考えるべきではないか。

P25  （追加）

・過剰な消費を抑え、環境に十

分配慮した消費生活を実践す

るため、持続可能な消費を推進

します

№８

生物多様性の確保について、

企業の社会的貢献をいっそう

進めていただきたい。

P37 ・地域での自然環境の

保全活動に積極的に協

力します。

・豊かな自然を守るため、環境

保全活動を積極的に行います。


